
来
月
の
知
事
選
挙
に
備
え
れ
村
山
村
町
内
け
れ
い
訪
問

一
何
』
こ
去
っ
た
人
は
、
補
充
名
簿

補
充
選
挙
人
名
簿
調
製
宮
崎
州
市
均
三
事

，

有

権

者

の

申

請

は

来

る

十

三

日

か

ら

一

3
品
目
し
山
子

い
よ
ノ
¥
椛
一
月
三
月
間
川
市
河
挙
が
行
わ
で
と
ほ
な
っ
て
庖
り
、
指
名
簿
に
H
H
錬
さ
二
包
捌
製
レ
こ
ね
ほ
吋
品
目
叫
す
ね
は
選
挙
す
一
と
の
滋
滋
湖
自
の
告
示
は
七
月
コ
一
門
口

九
る
こ
と
ほ
な
り
食
し
た
が
、
F
」

η
問
一
れ
て
い
な
い
毛
本
市
内
長
諮
問
を
一
る
と
と
が
出
委
ナ
。
一
吉
村
で
忠
一
@
納
戸
袋
一
人
名
初
闘
い
出
そ
の
他
の
矧

宥
潟
市
心
は
、
昨
侍
九
月
十
主
同
羽
十
代
ト
有
す
る
人
は
市
町
闘
に
よ
り
市
謎
栄
管
理
一
一
員
会
で
mm充
泌
挙
人
名
鴻
の
翻
刷
出
期
日
一
日
期
間

で
関
山
口
し
た
野
挙
人
名
簿
を
阿
い
る
と
F

奈
良
会
に
お
い
て
、
拘
禿
議
議
人
名
簿
一
円
注
目
州
市
開
の
期
間
そ
の
他
に
闘
し
次
の

-

1
蹴
製
則
日
七
月
十
一
ニ
刊
現
在

市
税
・
本
年
度
の
課
率
決
定

Oti--市
民
税
は
昨
年
よ
り
も
相
当
峰
減

本
仏
叩
出
品
の
一
川
引
は
、
先
月
の
十
三
日
の
一
保
の
課
税
制
制
灘
間
剛
二
十
一
二
段
階
を
二
十
一
一
四
化
を
ほ
か
る
た
め
で
あ
り
、
市
民
税

定
例
市
践
会
で
山
枕
傑
肌
の
改
正
が
あ
一
九
段
階
に
改
め
、
そ
の
税
務
会
引
下
げ
一
第
一
期
分
は
既
に
六
月
に
賦
深
徴
収
と

リ
、
叉
地
方
野
山
も
改
正
さ
れ
ま
レ
た
一
る
等
、
的
引
卒
仰
い
比
し
翌
一
-
程
一
蹴
さ
れ
ま
一
な
り
ま
レ
た
が
、
ま
#
納
入
さ
れ
な
い

の
で
、
こ
れ
に
基
い
て
閉
山
脱
さ
れ
る
と
一
し
た
。
と
れ
は
一
般
の
所
得
の
増
加
に
一
方
は
一
回
も
早
く
お
納
め
下
さ
る
鮫
希

と
に
な
り
ま
レ
た
。
そ
の
慨
裟
を
お
知
明
体
い
税
率
を
引
下
げ
て
申
告
納
税
の
合
唱
息
数
し
ま
す
。

ら
せ
し
ま
す
と
決
の
一
泊
り
市
民
税
の
個
↑

人
均
mu割
は
uM
午
，
山
り
孔
O
O
円
で
ナ
一

が
、
所
得
割
は
不
具
泊
、
老
年
省
、
寡
一

姉、

m
M
Y
M生
容
の
控
除
を
認
め
、
従
一

動日。3 空手i(毎月ー回一回交，，";)報蹟
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。九
・
四

九
・
六

九
・
八

九
・
九

0

・0

@
法
人
均
等
割
日
一
一
一
、

0
0
0
円

所
田
町
割
ハ
宋
定
U

ハ
申
告
納
付
U

固
定
資
産
税

円
1
V
主
地
、
.
庶
民
及
釘
却
資
産
の
隠

国
際
冊
以
開
制
の
百
分
の
一
・
六

ハ
2
u
m
一
則
及
第
二
期
ま
で
は
昨
年

と
同
然
に
算
出
し
、
第
一
二
則
及

第
四
四
聞
に
於
て
許
何
回
開
制
と
を
比

較
し
、
差
別
糾
鋭
致
し
ま
す
。

自
輔
車
税
門
年
間
間
U

パ
1
u
一
般
用
及
腕
人
単
二
O
O
円

円
2
U
競
走
岡
市
中
一
ニ

O
O
円

円

S
U
厚

生

瑠

宜

O
O円

荷
車
税

Q
e

ハ
1
)
街
横
山
平
協
以
八
O
O円

ハ
z
u
p

火

、
率

四

O
O円

ハS
U
M
M

小

沼

二

O
O円

竃
集
ガ
ス
腕
能
問
料
金
の
百

百
の
十
代
糾
盆
と
一
緒
に
徴
娘
U

ハ
康
管
税
と
接
客
人
税
は
跨
立
に
な

り
ま
レ
た
U

課
税
標
準
と
諌
率

市

民

税

一

世

一

万

円

F

七
・
六

一・
40E万
円
グ
七
・
八

@
個
人
均
等
割
H
五
O
O
四

一

甘

フ

一

活

字

選

総

所

得

意

(

議

一

四

十

万

円

F

八
・

o

得
よ
り
欽
措
置
、
医
療
、
雑
損
失
、
基
一
回
主
万
円
グ
八
ム
一

礎
喪
主
採
除
U
に
対
し
定
の
税
主
主
十
万
円
グ
八
・
六

を

常

一

六

十

奇

グ

九

・

o

課

税

附

本

原
m

u

h

昨
主
U
L
七
十
万
N
F
九
・
回

初

企

飢

税

吋

f

税
率
、
一
八
十
万
円
F

九
・
七

一
方
向
未
純
一
ニ
・
八
%
四
・
O
W
A

一
九
十
万
円
F

九
・
九

一
万
円
以
上
回
・

O

四
・
二
一
一
百
万
円
F

一0
・
0

l

目

回

二

万

円

グ

四

二

一

四

・

四

一

一

一

A
B
t
〉

'
B
3一-

粧
品
似
一
三
刀
円
F

四

・

四

四

・

六

一

一

一

」

H
川

企

刷

ν
κ
ν
可
ふ
酬
明
針
凪
内
一
一

駁

一

四

万

円

P

四

・

六

四

・

八

一

.

明
紘
一
一
丸
万
円
グ
四
・
七

l

一
市
一
視
の
納
期
は
次
の
通
り
で
て
宗
一
所
と
本
町
空
白
銀
行
内
型
産

r
B一
六
万
円
グ
四
・
八
百
・

o
一
ツ
ヨ
内
は
一
期
、
二
期
、
一
三
剛
、
金
一
駅
一
で
、
管
円
八
時
間
時
間
叶
を
除
く
U

取

m髭
日
一
八
万
円
P

冗
・

O

究
・
一
「
一
法
人
詳
の
別
U

一
絞
っ
て
陪
り
、
と
の
ほ
か
い
坤
刀
来
五
日

一
町
一
押
収
一
十
万
円
グ
冗
・
一
ニ
去
二
ハ
四
月
間
定
資
産
税
パ
1
v
、
気
月
白
一
間
〈
同
濯
、
問
日
告
除
く
U

次の一池一

υ

4
1士
一

手

元

・

六

六

・

o

型

宍

き

荷

車

更

さ

六

月

一

市

内

手

段

臨

時

安

東

務

取

援

伝
説
一
十
四
万
円
F

玄

・

八

六

・

六

市

民

税

ハ

1
U
均
等
突
き
七
月
一
室
闘
い
て
隠
り
ま
す
か

b
納
税
は
、

市
秘
一
一
土
ハ
万
円
グ
六
・

O

七・

O

関
定
資
産
税
円
2
U
、
八
月
市
民
税
一
お
近
い
所
へ
お
納
め
下
さ
い
。

明

新

↑

十

八

万

円

グ

六

・

二

七

・

四

〈

2
U
十
月
市
民
税
ハ
S
U
十
二
月
一
一
器
、
南
川
、
城
東
各
小
学
校
、
第

幡
市
三
一
十
万
円
F

六

・

四

七

・

八

一

語

学

校

、

一

面

市

臣

賞

以

島

一

回

定

資

醤

総

門

3
U
、
一
一
丹
市
民
税
一

s
f

恨
一
廿
二
万
円
P

六

・

七

八

・

一

一

附
ム
一
廿
四
万
円
P

六

・

九

八

・

五

ハ

4
U
二
月
、
固
定
資
産
税
ハ

4
u
一
な
お
税
に
闘
す
る
お
間
合
意
設
は

E
Z一
廿
六
万
円
F

七

・

-

八

・

七

納

付

は

市

金

庫

へ

一

幽

輪

町

市

佼

所

分

室

内

器

問

相

談

所

へ

閥
一
廿
八
万
円
グ
七
・
二
九
・

O

市
税
の
納
付
叫
刷
所
は

4

一
一
例
怨
慮
な
く
申
出
て
下
さ
い
。

ヨ
一
十
万
円
F

七

・

四

九

・

ニ

幽

隣

町

市

町

住

所

凡

打

箆

内

市

愈

磁

波

凶

」

門

税

務

鶴

U

十

号
松徳

行車
関
知
町

、

七
打
十
一
一
一
川
か
b
七

月
十
七
日
ま
で
の
五

日
間
J
'
2

3
閥
製
刷
限
七
月
二
十

1
I
J

4
総
覧
州
問
七
月
二
十
ヨ

F

九
圃
市
七
月
二
十
三
日
d

一一宵

4

ヨ
一
日
間

5
M持
続
決
定
剣
山
山
七
月
二
十
六
日

6
硲
短
期
日
七
月
二
十
九
日
。

a

ハ
市
議
挙
管
問
委
員
会
U

2
申
請
期
間

市
慶
一
載
の
町
一
一
こ
の
市
馬

布
に
つ
い
て
=
は
、
毎
一
戸
ほ

ゆ
き
わ
た
る
よ
う
凋
布
し
て
医
り
ま
ず

か
ら
、
も
し
回
初
も
れ
が
あ
り
申
出
し
た

ら
、
駐
在
民
事
務
所
叉
は
山
茂
所
泌

閣
時
債
総
係
内
電
品
四
一
一
文
U

一
番
U

へ

ぷ
し
下
さ
い
。
。
祢
岨
由
課
U

-
由
一
市
で
は
六
月
二
十
日

J
一
警
高
で
納
税
匙

ゐ
1
彰
一
苦
闘
合
畏
一
会
議
を
阻

d
E
土
一
む
一
き
、
今
後
の
納
税
よ
J

E
1一に
つ
い
て
釘
合
せ
を
一

ι
1幸
一
行
う
と
共
に
、
従
派
F

院

労

一

納

税

に

繋

カ

さ

れ

た

-

加
配
功
一
次
の
霊
納
税
貯
蓄
一

ι副
刊
朴
九
一
組
合
及
び
納
税
関
労
.

ミ

恒

寝

室

彰

を

行

い

ま

-

ピ
F
L
F

骨
精
一
し
た
。

轟

丸

一

マ

優

良

組

合

申

請

前
似

U

一
分
町
輿
峰
納
税
貯

蓄
組
合
内
代
表
積
松
下
一
万
男
U

田
町

納
税
貯
蓄
組
合
内
代
表
塙
僚
組
長

次
U

マ
坊
品
目
お
覧
町
第
四
納
税
貯
お
組
合

n
白
山
口
同
勝
治
、
幽
領
町
耐
関
節
第
一
一
同

小
姻
利
太
郎
、
ヨ
一
二
滞
玉
寺
町
第
十

三
附
矢
代
三
郎
、
二
八
一
毛
町
第
八

ω阪
出
倍
以
夫
、
阪
紡
町
第
一
一
円
刷
川
出
陣

芳
太
郎
、
石
川
町
係
十
七
阿
漏
出
聞
角

太
郎
、
抱
川
町
信
用
笠
岡
湯
山
作
治
、

四
六
六
供
間
関
節
同
小
世
相
良
二
、
百

軒
町
第
六
岡
田
郎
升
貞
太
郎
、
宗
南

分
町
第
二
同
深
代
金
治
、
ヨ
一
八
山
田
柳

町
西
混
同
同
市
問
問
千
代
、
四
O
紅
雲

町
第
十
四
同
四
川
東
、
俊
郎
第
九
岡

栗
本
仲
助
、
立
川
町
第
一
二
一
同
小
野
田
昌

幅
四
一
郎
、
回
開
町
第
四
制
穴
矯
好
継

ハ
税
務
際
U

今
月
は
固
定
資
産
税
(
第
二
期
〉
の
納
期
で
す

お
忘
れ
な
く
期
日
内
に
ぜ
ひ
お
納
め
下
さ
い
ノ
.

. 
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諮

加

予

算

案

そ

の

他

の

村

町

内

何

時

間

駐

日

日

一

v山
手

会

員

喜

一

、

O
申

怠

実

走

屯

E
T
怠
麗
廿
一
度
開
会
、
委
員
会
問
属
の
震
に
つ
一
局
番
、
山
本
一
郎
、
桑
原
容
太
朗

重

要

諸

議

案

を

審

議

い

て

別

記

の

号

室

、

市

民

課

の

所

一

塁

卯

太

郎

、

重

量

、

宮

市

藤

舎

建

築

一

促

進

の

建

議

も

上

程

一

日

当

時

間

山

町

長

一

J
I
l
-
-

会

一

一

六

月

十

三

日

の

定

例

市

穏

一

例

喜

一

を

附

号

、

霊

祭

の

説

明

が

あ

っ

一

区

間

務

局

員

警

建

築

一

命

日

一

思

議

七

、

八

月

佐

一

一

会

は

午

後

足

四

十

六

主

マ

同

第

六

一

一

高

橋

市

市

税

額

凄

百

語

、

次

い

で

問

題

に

つ

い

て

を

警

告

、

荒

木

、

工

事

呈

の

開

催

百

割

安

の

百

一

一
か
ら
器
町
市
復
算
案
一
正
門
別
記
の
湿
り

U

V

務
会
襲
第
一
高
橋
市
雲
喜
一
林
、
南
島
、
語
、
葬
、
繍
回
、
小
一
泡
宛
日
一
溜
り
決
定
民
主

主
一
の
市
議
会
会
撃
で
開
会
一
マ
同
第
六
一
一
一
号
市
有
土
地
費
却
に
つ
い
一
規
則
震
の
件
一
口
各
議
員
の
警
が
あ
り
、
富
喜
一
日
の
一
七
局
第
五
十
一
二

2
の
一
一
同
署
一
ニ
十
四
名
門
欠
一
て
円
安
町
一
一
七
向
。
一
マ
同
第
一
一
号
曜
市
開
会
委
員
会
慣
例
一
果
識
雲
市
当
局
ば
於
て
益
事
一
橋
月
一
三
回
U

十
匹
目

"
一
月
一
五
一
一
三
、
市
か
b
関
↑
マ
同
第

7
2
5
2賠
償

一

設

定

の

件

一

員

会

及

び

関

係

当

局

員

向

を

確

か

え

刊

8
一
八
月
υ
主

只

火

v

i

g
一
一
口
市
長
、
富
助
役
、
鴻
一
語
一
用
語
つ
い
て
円
五
月
十
六
日
一
マ
京
一
一
〕号
市
雲
襲
人
取
締
規
則
石
上
龍
ず
る
こ
と
ほ
決
定
、
攻
い
で
二
劇

7
一
第
一
一
節
十
八
貝
零

時

一

時

、

萩

隠

れ

れ

目

前

向

日

開

一

時

詩

駐

日

鉄

踏

切

一

の

琵

Vレ
議

員

室

章

一

日

野

詩

的

諮

問

時

間

一

主

臼

八

三

一

十

回

八

日

U

停
一
建
議
員
の
喜
に
よ
る
幼
稚
園
設
章
一

V
同

第

六

玄

号

昭

和

ゴ

十

七

童

謡

一

あ

り

、

袋

震

か

ら

説

明

を

な

し

、

そ

レ

た

。

一

八

月

第

一

節

二

十

三

日

S
二

伺

一

促

進

巳

つ

い

て

を

問

問

題

と

レ

、

提

案

活

一

ス

歳

出

追

加

予

は

公

崩

額

二

百

九

一

一

十

四

日

代

日

ど

一

土

耳

目

八

月

U

第
二

一

塁

警

の

警

説

明

が

あ

っ

て

市

に

一

十

一

芸

千

七

百

七

円

、

重

累

計

一

常

任

委

員

会

の

一

節

一

一

十

九

尽

き

一

二

十

日

円

三

一

一
設
置
方
を
要
唱
す
る
と
と
と
し
、
次
い
一
精
一貫

億

九

千

八

百

十

七

万

七

千

六

百

一

一

十

一

臼

〈

日

V

ハ
商
工
課
U

一

言

語

忠

議

案

市

隠

舎

建

築

一

九

五

H

境

問

市

役

語

、

社

会

一

新

一

止

副

委

員

長

と

委

員

一

1

1

1

1

-

-

軒

一

促

進

に

つ

い

て

を

附

穏

じ

林

霧

島

の

銃

一

及

び

労

働

施

設

費

、

実

際

衛

生

賞

、

一

一

一

産

院

醤

分

休

診

ー

す

と

質

問

が

お

っ

て

関

口

市

警

況

に

一

統

計

調

書

、

会

壁

、

費

出

金

一

六

月

十

三

日

の

市

開

会

で

改

選

さ

れ

た

一

明

一

行

詰

留

に

開

設

レ

て

い

き

た

市

一
室
、
暴
な
く
一
採
択
、
宗
直
随
一
等
に
追
加
、
歳
入
夏
、
居
室
一
市
議
会
の
4
常
任
委
員
会
の
正
副
委
員
一
芸
政
奈
良
会
リ
@
馬
場
八
起
O
桑
原
一
官
官
は
今
回
都
合
に
よ
り
七
月
一
回

一

一

一

一

審

太

朗

、

粛

腐

多

美

雄

、

楠

木

仰

次

一

置

一

宮

、

稲

田

一

ニ

襲

提

出

の

霊

祭

破

一

ぴ

手

数

粉

、

閣

要

望

、

燃

支

出

一

建

議

員

は

き

遜

り

で

す

。

皇

一

一

2当
分
の
間
休
診
す
る
こ
と
に
な
り

層
一
援
活
動
防
止
法
案
反
対
に
つ
い
て
を
附
一
金
、
雑
収
入
き
一
員
長
、

O
副

委

員

長

。

一

郎

、

襲

忠

八

一

十

天

皇

き

一
向
レ
促
警
は
よ
り
説
明
、
富
議
員
一
マ
問
第
六
六
塁
審
自
動
議
室
一

V
総
務
委
員
会
目
。
霊
柏
て

O
随一

V
土
木
委
員
会
H
案
野
卯
太
郎
、

o
一

1
1
1
1
1
1

一
と
れ
ば
補
足
し
採
決
議
書
霊
祭
一
ぴ
毒
自
動
車
購
入
契
約
締
結
に
つ
一
高
話
、
沼
田
室
、
山
形
ヨ
一
郎
一
西
村
警
一
郎
、
大
島
松
一
ニ
、
詩
直
一
:

、

.

一

度

刻

。

も

の

多

数

で

否

決

と

な

り

、

一

宅

一

細

弁

護

、

小

口

籍

、

小

野

重

一

次

郎

、

池

田

襲

、

馬

場

八

起

、

永

一

茂

入

学

校

一

そ

れ

よ

り

首

の

議

題

で

あ

る

一

の

九

件

全

括

附

号

、

関

係

各

課

畏

一

明

、

山

上

陶

、

永

井

手

一

弁

一

作

一

!

，

一
V
市
総
会
議
案
安
八
号
住
民
戸
商
品
手
数
一
か
ら
説
明
お
り
、
旅
、
葬
、
宮
、
子
署
霊
会
目
。
犬
日
松
宮
一
、
宗
一

V
建
雲
員
会
H
R
口
徳
穂
、

O
佐

一

八

用

廿

五

日

か

ら

一
盟
問
書
止
の
件
ペ
謄
抄
本
一
枚
一
ニ
一
申
自
由
、
後
一
勝
、
富
答
申
書
の
質
問
あ
一
李
J

夕
、
深
町
牧
太
、
阿
部
豊
四
郎
一
佐
木
一
辰
男
、
思
張
知
市
郎
、
佐
一
強
制
一
市
で
は
今
年
も
八
月
一
一
十
一
旦
一
同
か
ら
十

一
十
円
、
富
島
一
間
三
十
円
、
間
関
一
一
り
、
市
長
、
助
役
、
関
係
課
一
芯
が
こ
れ
一
目
冥
助
、
億
一
円
忠
八
、
後
際
仙
鳳
一
一
、
栗
原
誠
一
、
株
仁
八
、
一
一
浜
松
一
月
十
一
一
一
円
ま
で
の
問
二
十
八
月
間
成
人

一
生
一
十
円
U

一
ほ
管
え
て
九
件
を
何
れ
も
犀
笠
通
り
可
一

V
深
安
委
員
会
H
@
小
山
病
O
一

一

一

森

松

一

三

郎

一

挙

哲

也

開

設

致

レ

ま

す

。

受

隷

雲

仙

北

一
V
同
筋
宏
九
号
前
一
岡
市
白
鴎
車
競
忠
実
一
決
、
休
閣
の
後
三
時
半
再
開
一
一
一
百
剛
、
立
問
清
治
、
船
津
耐
一
、
北
一

V
厚
生
委
員
会
日
@
弓
張
知
市
郎
、

o
一
六
歳
以
上
代
但
し
学
生
を
除
く
U

一日制

施
傑
例
向
室
内
市
議
輸
出
場
申
一

V
報
告
第
一
言
要
処
分
の
件
報
告
一
村
富
次
郎
、
回
附
警
一
、
白
石
仰
太
一
義
皆
、
佐
藤
新
て
山
形
一
一
一
郎
一
男
女
を
対
象
と
し
、
受
講
申
込
は
八
比

司
拍
手
奴
粉
一
白
円
を
削
る
U

一
円
相
一
涯
腕
輪
場
を
六
月
開
催
分
伊
勢
一
郎
一
佐
々
木
辰
男
、
思
門
・
徳
一
一
一
郎
、
樋
問
一
一
一
十
円
ま
で
の
期
聞
は
m

謹
哩
η
受
川
~

マ
同
第
六
O
笠
刑
問
市
機

E
G
E
E傑
一
崎
市
写
ば
貸
一
興
、
二
十
六
一
定
位
歳
入
一

V
商
工
委
員
会
日
@
白
石
沖
太
郎
、

o
一

泡

賢

一

け

ま

す

。

受

講

山

制

一

は

探

糾

で

す

が

、
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一~

例

設

定

歳

出

温

室

正

予

算

、

豊

一件
、
一
山
上
陶
、
山
本
一
郎
凪
立
回
語
、
示
衛
生
委
員
会
リ
@
深
町
牧
太
、

O
間
一
主
主
と
し
て
金
翌
十
円
を
長

細
井
芳
卒
、
白
州
碧
一
、
盗
塁
豊
島
、
葉
サ
夕
、
小
山
潟
、
一
ま
す
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。
円
隠
七
月
十
四
日
内
月
U
1十
八
一
火
」
を
前
隔
世
間
授
の
飯
沼
先
生
一
民
を
合
せ
て
回
名
と
な
り
渓
レ
だ

目

安
U

毎
夜
七
時
よ
υ

L

P

巴

浴

介

護

」

1
1
1
1
h泣
き

O
喜
朗
一
岡
市
立
図
書
館
児
童
一
。
響
、
室
内
市
立
図
書
館
U

一

今

刃

の

煙

育

。

内

容

群

毒

素

の

属

、

岡

沢

一

入

植

擁

瞳

要

員

一

1
1
1
1
1
1
l

徳
江
、
鈴
木
の
麟
先
生
に
そ
れ
一
杢
mの
人
橋
擁
騨
暴
風
は
篠
原
努
昔
、

F
V第
一
草
間
関
東
高
綬
陸
主
棚
向
一
技
対
校
選

h-

合
せ
は

j

-

第
函
殿
内
主
一

g

一
今
回
対
の
暦
一
一
二
塁
室
、

ハイ
V

世

間

鉄

l
l金
鹿
沼
一
、
七
日
小
器
、
満
月
、
一

一
十
白
土
問
、

〔ロ
U

桐
生
野
球
ク

l
l明
利
酒
類
一
一
一
士
一
円
盟
ハ
月
腕
、
二
十
三
回
六

円ハ
V

理
研
島
議

1
1目
立
製
作
・
選
u

圃

顎

M
U叫
刊

m
QU嗣
醐
凶
円

、
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列

(

劃

)

今

後

の

移

動

に

は

一

制

一

部

制

問

料

品

h
u均
方

自

信

に

堅

議

会

一
'
〓

H
r
i
l
i
-
-
i
一
り
、
き
い
泡
り
し
た
良
い
喫
例
、
限

、

M
A〆

4

ど

う

す

れ

ば

よ

い

か

4

一

円

t
j
j川
四

日

一

ぃ

言

語

表

現

い

九

ip

一
湾
伊
謀
議
蝋
警
の
議
叫
が
議
一
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の

〆

f3、
輔

入

縛

居

変

真

は

十

四

日

以

内

一

話

機

丁

、

町

雲

監

苦

闘

す

る

好

一

ペ

ヘ

⑨

縛

出

は

縛

出

前

に

必

ず

届

出

を

一

刊

誌

が

時

十

時

完

了

時

あ

る

い

2
2
1づ

戸
川
リ
円
、
住
民
登
録
は
い
よ
い
一
い
世
帯
護
の
室
内
世
情
。
分
離
.
一
た
芝
の
棄
を
競
求
し
て
下
さ
い
。
一
日
室
長
け
る
時
債
の
震
を
行
い
一
ル
問
題
に
つ
い
℃
ナ

、
~
J
'
主
月
一
日
か
b
第
一
統
合
〉
叉
は
世
帯
去
の
変
更
世
樗
主
と
一
な
お
鰐
慣
に
当
つ
て
の
基
準
を
暫
正
一
こ
れ
を
課
税
の
標
準
と
致
す
ご
と
に
な
一

8
、
い
か
に
し
て
裁
が
約
一
は
地
方
税
を
一

2
Z〕
警
主
主
。
三
の
続
病
室
の
場
合
は
そ
の
日
か
ら
十
一
説
明
す
れ
ば

F

っ
て
お
り
ま
す
。

λ
税
務
課
U

一
申
請
し
た
か

I

L
}

/

川

可

の

佳

民

登

録

に

つ

い

一

四

国

内

に

一

1
e
l
-
-
1
1
1
1
1
1
i
l
l
-
4・
新
制
塁
は
ど
の
よ
う
に
レ
て
怒
/

て
今
後
皆
さ
ん
の
き
去
の
移
一
マ
醐
外
移
住
居
日
日
本
県
一

3
1
3
P
〈

43〉
一

て

主

主

一

一

一

ザ

E-附
辺

t
?
Y
E
w
n
t
r
E
千

ι

一
5
‘
ど
の
よ
う
に
し
て
明
朗
な
町
討
が
一

動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ど
ん
季
統
一
に
移
住
レ
ょ
う
と
す
る
右
に
つ
い
て
は
一

U
M叫
静
闘

4
.司
H
H
p
v

一

で

一

、

一

E

J

E

l

-

-

1

1

一

建

設

さ

れ

た

か

寸

き
を
レ
泳
げ
れ
ば
な
己
な
い
か
と
云
い
一
そ
の
移
住
に
先
立
つ

τ

一

一

一

ー

李

主

最

高

安

レ

な

け

れ

ば

一

宮

を

レ

て

下

さ

い

。

重

量

章

一

使

用

に

は

必

ず

J

許

可

を

す

、

明

る

い

町

村

皇

官

拒

5
乍

一

一

て

邪

側

一

己

れ

た

か

-

な
り
ま
せ
ん
か
『
杭
芸
闘
い
ま
す
。
一
寓
務
所
巴
備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す

o
Zこ
ね
か
b
暑
さ
巳
向
っ
て
、
活
躍
日
一

V
川
の
そ
ば
を
館
コ
場
合
に
は
四
謡
館
一
九
二
V

用
紙
歯
車
震
稿
用
紙
十
一
、

マ
轄
入
届
品
隠
市
議
レ
く
青
山
の
露
陸
軍
ハ
必
要
に
よ
り
一
除
け
を
突
き
出
し
た
り
、
商
品
を
並
べ
一
協
会

一

枚

以

内

と

し

毒

患

急

課

ぺ

慢
を
定
め
て
住
民
と
な
っ
た
人
は
、
一
補
助
員
U
H市
役
所
市
民
課
日
と
な
っ
一
昔
、
川
の
上
を
利
用
し
て
、
い
ろ
い
一
提
出
し
て
正
視
の
許
可
を
受
け
て
下
さ
一
雲
需
に
は
住
所
、
号
、
聖
ン

患
を
定
め
た
思
b
十
四
良
忠
一
言
語
ナ
。
以
上
の
様
に
こ
の
住
民
一
ろ
の
施
設
を
な
レ
、
震
被
害
品
質
助
一
ぃ
。
手
続
上
の
く
わ
し
い
と
と
は
寝
一
審
記
入
し
な
い
で
裂
と
し
一

V
輔
出
属
品
橋
市
内
に
佳
所
一
登
録
は
、
そ
の
移
動
の
あ
っ
た
郡
富
一
或
は
物
置
な
ど
に
億
三
つ

2
2く
な
一
所
土
木
課
長
問
い
合
せ
下
さ
れ
ば
、
一
添
付
す
る
こ
と
。
:
・
曜

を
定
め
た
も
市
外
掲
出
さ
れ
る
7
一
叶
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
と
の
登
録
は
一
り
安
芸
、
こ
れ
は
す
べ
て
許
可
喜
一
ス
グ
お
答
え
以
し
ま
す
レ
、
曲
輸
出
一
@
締
切
及
び
山
地
先
日
七
旦
一
主
臼
ま
ア

は
隠
居
室
つ
℃
コ
一
市
民
皆
さ
ん
の
憲
章
な
権
利
の
基
と
一
け
な
い
と
違
反
に
な
り
ま
す

2
一
役
所
分
需
の
代
帯
八
事
務
所
で
お
き
一
で
に
信
義
門
前
照
的
輸
出
ハ
}

マ

輔

層

圏

H
前
偏
見
で
住
所
一
税
引
い

U
u
u
r沈
黙

同

一

v問
料

品

借

れ

盟

主

昨

日

計

持

一

七

十

開

校

長

j
方
自
が

を
移
管
た
人
は
十
四
円
以
内
に
一
切
望
致
し
ま
す
。
〈
市
民
課
U

一

用

許

可

闘

を

一

ま

す

が

、

ま

だ

手

続

遺

済

ま

せ

な

い

万

一

治

聖

書

異

議

協

議

会

に

お

F

V
墾
盟
国

H
住
所
の
か
わ
ら
な
，
一
マ
川
の
上
霊
長
信
は
水
面
館
用
一
は
成
る
べ
く
早
く
手
続
を
さ
れ
る
よ
う
一
い
て
お
い
、
金
の
定
対
し
て
は
宮

-
S
I
l
l
i
-
-
l
I
B
i
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
許

可

願

を

↑

お

ず

ら

按

し

ま

す
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土
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課

U

一
一
等
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一

今

年
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一

層

精

密

に

行

い

ま

ナ
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万

思

確

立

運

動

夏

連

絡

協

議

り

将

来

の

野

と

す

る

こ

と

が

必

要

一

私

立

に

日

目

指

時

一
本
市
で
は
六
月
下
旬
か
b
八
月
末
日
ま
一
有
者
の
万
一
は
市
の
調
査
前
あ
b
か
じ
ゅ
一
会
で
は
、
地
方
自
治
確
立
蓮
訪
の

一
端
一
で
あ
る
の
で
今
後
の
新
レ
い
地
方
自
一

!
I
l
l
i
-
-ー

す
の
予
定
で
昭
和
二
十
七
富
に
容
一
お
調
べ
に
な
っ
て
殿
き
、
産
調
査
に
一
と
し
て
否
泊
り
地
方
自
信
関
す
る
一
治
の
あ
り

E
対
す
る
参
考
と
す
る
一
誼
路
で
遊
ぶ
の
は

す
固
定
資
麓
税
課
税
標
準
決
定
の
た
め

一
協
力
下
さ
る
機
重
量
ナ
。
叉
望
一
読
を
ひ
き
高
か
ら
募
集
す
る
こ
一
基
地
方
患
に
闘
す
る
最
君
主
危
険
で
す
。

一
賦
課
対
襲
屋
の
誌
を
実
襲
し
ま
一
員
が
調
査
に
山
知
け
る
庭
、
必
ず
三
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
例
の
震
を
行
う
も
の
。
一
お
互
に
試
を
つ
け

-
す
。
と
ね
ば
昨
年
度
。
家
屋
詐
慢
の
結
一
の
身
分
を
明
b
か
に
す
る
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悶
定
資
産
一
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趣
旨
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割
和
後
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地
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治
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成
一
@
際
募
資
格
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性
別
年
令
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業
を
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一

回
一
課
が
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問
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両
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の
均
衡
が
一
富
補
助
負
託
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所
得
レ
て
お
り
ま
↑
震
を
図
る
・
一
め
に
は
過
去
豆
年
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わ
な
い
0
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と
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の
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レ
不
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あ
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ま
レ
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に
お
け
る
抱
芝
居
の
歩
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を
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返
干
@
募
集
内
容
日
担
任
良
定
闘
す
る
実
一
〈
し
ま
し
ょ
う
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月
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居
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↑
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れ
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鑑
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理
一
於
け
る
賦
淑
対
照
深
屋
と
は
、
昭
回
ご
と
れ
ま
で
C
E
E
の
滋
称
で
市
民
に
親
一
レ
コ
ー
ド
鑑
日
会
。
た
ゆ
に
は
飴
泌
遁

昭
一
十
七
年
一
月
一
円
現
在
宅
峻
エ
レ
一
じ
ま
れ
て
き
た
市
主
催
の
レ
コ
ー
ド
健
一
り
霊
的
に
協
力
を
続
け
る
乙
と
に
な

一
て
い
る
試
問
団
ハ
住
家
、
防
錦
、
工
場
、
一
時
員
会
は
、
今
夜
の
講
和
傑
約
発
妨
を
機
一
っ
て
お
り
、
七
月
の
市
民
レ
コ
ー
ド
鑑

一
倉
庫
そ
の
他
の
建
物
U

で
あ
り
ま
す
が
一
会
に
一
旧
民
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
会
と
改
称
し
一
賞
会
は
左
記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す

、
，
一
と
れ
ら
の
遺
品
廷
に
き
て
は
、
言
葉
足
い
た
レ
李
J

総
司
令
部
民
一
入
場
は
す
べ
て
誌
で
あ
り
ま
す
か
b

3
ナ
r
」
の
点
一
回
の
唆
工
年
月
日
、
警
呂
改
↑
盟
同
寸
出
雲
呂
田
東
京
C
E
E
図
書
志

一
孝
治
以
一
場
選
み
ま
ず
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も
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岡
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は
生
産
レ
た
支
を
自
由
巳
慣
が
安
定
レ
得
る
よ
う
必
要
に
隠
じ

増

産
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指

す
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植
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消

書
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華
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と
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と
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前
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今

ま

で
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需

給
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警

た
め
、
生
活
の
安
定
を
は
切
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え
る
乙
と
に
改
め
ら
れ
ま
レ
た
か

は
ず
で
に
閏
摘
が
姶
申
告
り
ま
レ
一
防
除
の
た
の
ご
回
ば
区
っ
て
動
力
噴
第
一
一
内
陸
渓
の
万
々
の
御
協
力
を
一
は
、
担
当
は
需
給
調
節
を

b
今
後
の
不
安
は
な
い
わ
け
で
す
。

ζ

危
が
、
本
年
の
杢
巾
の
産
米
生
産
目
標
一
概
に
よ
り
苗
代
の
消
毒
を
実
施
レ
ま
し
一
し
ま
す
。
ヘ
写
員
は
今
回
民
ツ
酷
り
の
回
一
一
四
不
当
に
尚
く
な
る
と
か
う
し
て
支
類
は
臼
由
巳
販
慢
で
き
る
乙

は
豆
、
九
九
九
石
で
昨
年
よ
り
豆
一
石
一
た
が
、
今
後
矯
書
記
箆
成
の
た
め
、
一
植
し
V
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依
喫
U

一
の
た
め
に
、
祉
会
的
に
安
と
ほ
な
っ
た
の
で
す
が
、
生
産
品
を
圃

同
日
臨
時
川
町
軒
町
一
麦
の
統
制
撤
廃
.
一
七
時
間
何
日
同
誌
は
日
前
日
十
時
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国

で

開

会

レ

、

本

中

の

麦

一

翠

完

成

一

政
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に
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け
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検

査
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襲

主
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友
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喜

一

生

産
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に
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検
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の

言

伝

一

俵

当

り

一

一

十

円

害

警

器

動
要
綱
を
慨
間
決
定
レ
新
目
標
の
慈
成
一
十
年
余
に
わ
た
る
翠
の
統
制
が
磁
比
さ
一
最
近
で
は
相
当
多
川
県
係
一
の
問
問
一
昨
認
が
一
政
府
が
定
め
た
一
廷
の
限
格
で
無
制
一
を
嘆
し
、
も
し
杭
廷
を
受
げ
な
い
で
践

を
明
ず
る
こ
と
ほ
な
り
ま
し
た
。
一
れ
、
六
月
一
円
か
ら
自
由
巳
生
産
も
取
一
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
需
格
取
郎
、
一
限
は
買
入
れ
る
。
一
四
回
す
る
と
三
万
円
以
下
の
罰
金
ば
処
せ

今
俸
の
警
合
望
台
対
策
と
レ
て
は
、
一
引
も
で
き
る
よ
う
は
な
リ
ま
し
た
。
な
一
間
格
る
搭
闘
が
何
ね
も
安
定
し
て
撚
て
一
円
ロ
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外
国
径
の
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府
伊
豆
ら
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ま
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か
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、
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の
方
々
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土
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改
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市
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濯
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設
の
整
備
一
ぜ
芝
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の
統
制
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さ
九
た
か
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一
も
は
や
一
位
会
経
済
化
伺
等
の
不
安
も
興
一
ス
れ
て
、
現
在
湿
り
験
入
補
給
金
を
一
ご
。
点
充
分
御
往
来
闘
い
ま
す
。
ハ
国

拡
充
を
ば
か
り
、
熊
一
厩
肥
及
び
緑
肥
一
い
安
す
と
、
控
附
刊
以
来
ム
民
間
一
事
情
が
年
一
え
る
恐
れ
が
な
い
と
一古

う

見

透
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の
改
良
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額
に
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て
的
力
の
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一
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時
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改
選
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れ
、
怖
に
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に
つ
い
て
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い
た
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ら
で
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。
と
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に
よ
っ
て
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深
一
円
ハ
U
玖
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の
需
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目
吋
昨
日
目
閥
均
一
向
梅
雨
明
け
の
傍
染
病
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日
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語
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日目立
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立
山
町
昨
日
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赤
痢
や
エ
キ
リ
特
に
御
注
意
向
一
昨
h

町
長
缶
詰

他
水
稽
の
秋
鴻
防
止
に
ま
る
と
と
一
梅
雨
明
け
は
恐
ろ
し
い
襲
宮
署
一
マ
手
ぬ
い
の
防
行
日
震
後
、
食
高
石
健
康
保
持
の
た
ゆ
、
交
明
る
い
祉
会
一
護
申
請
を
し
て
下
さ
い
。
妻
、
と

を
主
眼
と
レ
て
、
陸
議
改
良
普
及
組
一
ず
る
時
で
す
。
特
に
今
年
は
赤
痢
や
涯
一
瞬
間
関
、
外
出
か
ら
帰
一
っ
た
持
。
一
を
作
る
た
め
、
ぜ
ひ
と
ね
ら
を
闘
行
し
一
の
後
生
従
九
+
一
司
以
上
の
犬
を
飼
わ

滅
金
活
用
す
る
と
山
中
山
に
農
協
、
民
業
一
痢
の
発
生
が
多
く
な
っ
て
居
り
ま
す
か
一

V
蝿
の
撲
滅
H
蝿
は
赤
痢
の
煤
介
を
レ
一
て
防
疫
に
御
協
力
下
ざ
る
様
希
望
致
レ
一
れ
る
方
も
、
そ
の
犬
訓
削
突
登
録
、
宋
手

研
究
会
、
篤
箆
采
等
の
協
力
に
よ

υ一
ゐ
克
分
注
意
致
レ
ま
し
ょ
う
。
赤
痢
疫
一
ま
ず
か
ら
一
匹
で
も
見
つ
け
票
掃
に
一
ま
す
。
な
お
六
月
ご
十
二
月
現
在
の
本
一
射
で
あ
っ
た
ら
、
随
時
、
登
録
と
径
一
『
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行

事

演

の
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及

徹

底
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る
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と

一
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に
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一

鴇

殺
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と
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計
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受
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な
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れ
ば
な
サ
ま
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一
マ
飲
食
物
の
注
窓
H
生
水
や
笠
物
伐
飲
一
【
V
早
拘
受
鯵
H
手
お
く
れ
ほ
な
ら
な
い
一
湿
り
で
す
。
一
往
絞
下
さ
い
。
登
録
申
請
の
際
は
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犬

市
で
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す
で
に
イ
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一
良
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よ
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に
。
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う
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。
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痢
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草
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議
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丑

月

一

一
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日

よ

り

廿

四

司

迄

2
日
間
一
告
の
方
の
狂
犬
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猪
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縦
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無
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れ
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さ
れ
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